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Chapter I. “some mad, scarlet thing by Dvorák”: 














Chapter III. Foreignness, Mesmerism and Madness: 











Chapter IV. The Image of Musicians in Wilde’s Works c. 1890: 











Chapter V. “The art which is most nigh to tears and memory”:  























































 本論文の公開審査は 2014 年 1 月 11 日（土）10 時 30 分から 12 時 10 分まで、末川記念
会館第３会議室で行われた。審査員の質疑に対する応答は的確であり、十分な補足説明が
行われた。 
審査委員会は、本学大学院文学研究科博士課程後期課程在学中における論文執筆や学会
発表などのさまざまな研究活動、大学における英文学史や英語の授業担当、公開審査にお
ける質疑応答から、申請者が博士学位に相応しい学力を有することを確認した。 
審査委員会は、以上の点を総合的に判断して、申請者に対して本学学位規程第１８条第
１項にもとづき、「博士（文学 立命館大学）」の学位を授与することが適当であると判断
する。 
